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リスニングやリーディングの目的： S1=S2 つまり話者や筆者の意図を理解すること。

仮説： S1=S2 となるためには P1=P2 となることが最適。

チャンク音読の目的： 英語の韻律と抑揚を習得すること。

チャンク音読の勘所： P2=P’2 つまり V1 と V2 が共鳴すること。

音声は 2 秒前後のチャンク、模範音声は母語話者、チャンク単位での連続反復可能であること。

チャンク音読の方法と手順：

① 準備： listen： 対象音声を聞く。耳を慣らす。ここで意味を入れておく。 リスニング

② 予選： listen and speak, まねしてしゃべる。口を慣らす。 リピーティング、コーラス・リーディング

③ 本選： speak together。 自分の音声を重ねてチューニングする。 パラレル・リーディング 、シャド－・リーディング
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